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１．ＩＴスキル研究フォーラムにおけるＷＧ活動

（１）ＷＧ活動の目的
・それぞれのテーマにおいて、企業にとって役立つツールやドキュメントをまと
め 公開して役立てて頂くことめ、公開して役立てて頂くこと

（２）ＩＴＳＳ-ＤＳ改訂設問精査ＷＧの立ち上げ
① 目的① 目的
ａ）スキル項目の見直しと改訂により企業各社の人材育成に役立つ人材像を

明確化し、診断システムを提供する
ｂ）ＩＴスキル標準で定義されている各種のスキル項目を ＣＣＳＦをベースとｂ）ＩＴスキル標準で定義されている各種のスキル項目を、ＣＣＳＦをベ スと

したタスク・スキルに置き換える（ｉＳＲＦ で選別済）

② 設問精査
ａ）精査全体の考え方
・ＣＣＳＦのスキル項目をベースにして、必要に応じて設問の統合、文言修
正を実施正を実施

・共通設問として、パーソナル系、プロマネ系、契約・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ・事業継
続・人的資源管理の絞り込み設問を新たに追加

・各職種１００設問程度に絞り込み各職種１００設問程度に絞り込み



ｂ）精査の手順
・２月２０日キックオフミーティングで精査方針の確認

複数の職種毎に２～３名でグル プを形成し 設問精査－複数の職種毎に２～３名でグループを形成し、設問精査
－３月中にグループで精査

・４月１０日全体ミーティング
ｉＳＲＦ に 精査結果をまとめ 各グル プ 通知・ｉＳＲＦ にて、精査結果をまとめ、各グループへ通知
【まとめの手順】

CCSF改訂版

iSRF作業iSRF作業

各ｸﾞﾙｰﾌﾟ
精査結果

統合作業
CCSF改訂版

各ｸﾞﾙｰﾌﾟ
統合原本

精査結果まとめ作業

【まとめ骨子】
＊各職種の設問数は１００問前後とする
＊職種内専門分野はすべて同じ質問のマッピングとする
第 紐付く＊第３階層タスクに紐付く設問は３問程度とする

＊第３階層タスクに紐付く設問は一意であり、職種毎に違ったﾏｯﾋﾟﾝｸﾞを行わない
＊全職種共通の設問は、第１階層に「共通スキル」を新設しまとめた
＊３月末に改訂公表された最新のＣＣＳＦスキルコンテンツを取込んだ＊３月末に改訂公表された最新のＣＣＳＦスキルコンテンツを取込んだ
＊エデュケーションに専門分野としてラーニングコンサルタントを追加した
＊レベル算出時の主／従の定義は、スキル調査後に分析し再定義する

・５月１６日グループリーダによる最終調整５月１６日グル プリ ダによる最終調整



２．ITSS-DS改訂設問精査ＷＧのグループ構成

ＩＴスキル研究フォーラムＩＴスキル研究フォーラム

主査・リーダ：中谷 薫(CeFIL)ｾｰﾙｽ･ﾏｰｹ

ＩＴＳＳ-ＤＳ改訂設問精査ＷＧ

調クメンバ：今井 康雄(ｵｰｼﾞｽ総研)、大瀬 雅之(日本IBM)

リーダ：吉田 幸彦(情報ｼｽﾃﾑ構造設計)

メンバ：今野 睦(ｸﾞﾛｰｽｴｸｽﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ)、松井 朗(日本MS)、

ﾃｨﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ

ｺﾝｻﾙ・ITA
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用
ワ
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ウ
ド
人メン ：今野 睦(ｸ ｽ ｸｽ ﾄﾅ ｽ )、松井 朗(日本MS)、

高安 厚思(ﾋﾞｯｸﾞﾂﾘｰｷｬﾋﾟﾀﾙ)

リーダ：原 純江(JBCC)

メンバ：向後 忠明(日本ｾﾙﾛｰｽ) 小澤 譲兒(ﾘﾝｸ情報ｼｽﾃﾑ)

ｸ ﾙｰﾌ

ﾌﾟﾛﾏﾈ・品質
保証ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ワ
ー
キ
ン
グ

人
材
ワ
ー
キメンバ：向後 忠明(日本ｾﾙﾛｰｽ)、小澤 譲兒(ﾘﾝｸ情報ｼｽﾃﾑ)

リーダ：栗藤 高信(NECｿﾌﾄ)

メンバ：南部 実朗(TIS)、佐藤 邦久(日本MS)

保証ｸﾙ ﾌ

ITS・APS・SWD
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

グ
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リーダ：川添 真智子(ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝｽﾞ)

メンバ：志茂 吉建(ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ)、石黒 富士雄(ｷｬﾉﾝITｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ)

ＣＳ・ITSM
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

プル
ー
プ

リーダ：村上 拓史(日本ﾕﾆｼｽ)

メンバ：武重 勉(元日立IA)

ｴﾃﾞｭｹｰｼｮﾝ
ｸﾞﾙｰﾌﾟ



１．１ 事業戦略>
事業戦略策定

３ ＩＴ戦略実行マネジメント

1.3

事業戦略>

３．設問精査後(４/１０)のタスクモデル体系

事業戦略策定
１．２ 事業戦略>

IT事業戦略策定

２ １ ８．１

４ 標準の維持・管理と品質管理

９ ｼｽﾃﾑ開発・構築＞

10.1～10.3
ｼｽﾃﾑ開発・
10.4

2 2

事業戦略評価

82２．１

IT戦略>
IT戦略策定

８．１

ITシステム企画>
ｼｽﾃﾑ企画策定

９

システム
要件定義

ｼｽﾃﾑ開発 構築＞
・ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ
・基盤ｼｽﾃﾑ
・ｿﾌﾄｳｪｱ製品

ｼｽﾃ 開発
構築＞

ｼｽﾃﾑ受入・
導入

2.2

IT戦略>
IT戦略評価

７ プ ジ クト ネジメ ト

8.2

ITシステム企画>
ｼｽﾃﾑ企画評価

i7i7 共通
５．１～５．３

営業・調達活動>
・（IT事業）マーケティング活動
・（IT事業）セールス活動
・開発パートナの選定

７ プロジェクトマネジメント

１1 システム保守

１２ システム運用

i7i7 共通

１２ システム運用

コンプライアンス

６ 契約管理
i6i6 共通

１３ I1３ 共通

１４

プライア

情報セキュリティマネジメント

新ビジネス・新技術に関する研究・検証と支援１５

１６

１８

１７

事業継続計画

人的資源管理（人材育成）

資産管理

i16

i18

共通

共通１８

１９

人的資源管理（人材育成）

ｼｽﾃﾑ監査

8 共通

i20 パーソナル（共通）



４．精査結果まとめ作業内容のタスクモデルへの反映

（１）ＣＣＳＦ３月末改訂版の取り込み
①カスタマサービスマネジメント（２０）

② シリテ 設計 施工 保守（２１）②ファシリティ設計・施工・保守（２１）

③システム基盤保守（２２）

（２）共通設問は、第１分類を新設して集約
 契約管理（6）

 プロジェクトマネジメント（ｉ7）

 コンプライアンス（13）

 事業継続計画（16）

第１分類
共通スキル（９１）

集約
 事業継続計画（16）

 人材戦略運用（18）

 パーソナル（i20）



1.1 事業戦略>
事業戦略策定

３ ＩＴ戦略実行マネジメント

1.3

事業戦略>

５．設問精査結果まとめ作業後(５/８)の新タスクモデル体系

事業戦略策定

1.2 事業戦略>
IT事業戦略策定

2.1 8.1

４ 標準の維持・管理と品質管理

９ ｼｽﾃﾑ開発・構築＞
ｱﾌﾟﾘｹ ｼ ﾝｼｽﾃﾑ

10.4
2 2

事業戦略評価

82

個別案件

10 1

51 システム設計

IT戦略>
IT戦略策定

ITシステム企画>
ｼｽﾃﾑ企画策定

システム
要件定義

・ｱﾌﾘｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ
・基盤ｼｽﾃﾑ
・ｿﾌﾄｳｪｱ製品

ｼｽﾃﾑ
受入・導入

2.2

IT戦略>
IT戦略評価

8.2

ITシステム企画>
ｼｽﾃﾑ企画評価

10.1

10.2

10.3

10.5 ﾊｰﾄﾞｳｪｱ・製品ｿﾌﾄｳｪｱ導入

営業・調達活動>
マーケティング活動
セールス活動
開発パートナの選定

７

保守
・システム保守
・システム基盤保守

5.1

5.2

5.3

11

22

システム運用12

プロジェクトマネジメント

６ 契約管理

コンプライアンス１３

システム運用12

20 カスタマサービスマネジメント

21 ファシリティ設計・施工・保守

１４

事業継続計

情報セキュリティマネジメント

新ビジネス・新技術に関する研究・検証と支援１５

１６

１８

１７

事業継続計画

人的資源管理（人材育成）

資産管理

１９ ｼｽﾃﾑ監査

９１ 共通スキル



６．新タスクモデル体系での設問数
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全職種共通設問：３１問
⑥契約管理：３問、⑦プロジェクトマネジメント：９問、⑬コンプライアンス：２問

⑯事業継続計画：２問 ⑱人的資源管理：３問 ⑳パ ソナル：１２問⑯事業継続計画：２問、⑱人的資源管理：３問、⑳パーソナル：１２問



７．スケジュール
（１）２月２０日 ： キックオフミーティング（１）２月２０日 ： キックオフミーティング

（２）４月１０日 ： 第２回ミーティング

（３）４月中～下旬 ： ｉＳＲＦ側で各グループ案をもとに第一次案作成（３）４月中～下旬 ： ｉＳＲＦ側で各グループ案をもとに第一次案作成

（４）５月１６日 ： グループリーダによるミーティング

（５）５月２２日 ： ワーキンググループ合同報告会（５）５月２２日 ： ワーキンググループ合同報告会

（６）５月下旬 ： 診断システムへのビルトイン

（７）６月１７日～８月１８日 ： 全国スキル調査実施（７）６月１７日～８月１８日 ： 全国スキル調査実施

（８）９月下旬～１２月 ： 全国スキル調査によるデータをもとに分析、検証

（９）１１月中～下旬 ： ｉＳＲＦセミナにおいて 活動中間報告（９）１１月中～下旬 ： ｉＳＲＦセミナにおいて、活動中間報告

（10）2014年２月～３月 ： 最終報告書まとめ



ワーキンググループ合同報告会資料ワーキンググループ合同報告会資料

セールス・マーケティンググループ
設問精査の考え方設設問精査の考え方

平成２５年５月２２日
セールス・マーケティンググループ
中谷薫、今井康雄、大瀬雅之

2013/5/22 Copyrightⓒ IT Skill Research Forum All Rights Reserved. 10



求められるスキル

設問精査について１

経営層経営層

CEO CIO
求められるスキル(人材像)
・ｲﾉﾍﾞｰﾀ/ﾏｰｹﾀｰ
・ﾋﾞｼﾞﾈｽｱｰｷﾃｸﾄﾋ ｼ ﾈｽｱ ｷﾃｸﾄ
-戦略、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ立案

・起業家 等

部門幹部

IT部門幹部

専
門

（プ
ロ
フ

部門中堅

IT部門幹部
ビ
ジ
ネ
ス

門
領
域
特
化

フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル

ｿﾌﾄｻｰﾋﾞｽ・

IT部門中堅
ス
ス
キ
ル

化ル
）

IT系IT系
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ系

新卒/ｷｬﾘｱ入社

ITスキル標準(開発中心)

ＩＴスキル



設問精査について

１．設問精査の考え方 ２．精査内容

・求められるｽｷﾙ(人材像)をｲﾉﾍﾞｰﾀ、
ﾋﾞｼﾞﾈｽｱｰｷﾃｸﾄ、 起業家等と想定した場
合、ｾｰﾙｽ･ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞＧでは、以下をｸﾞ

（１）大分類1.1を追加

（２）大分類1.2
①通番１３、１９、２０を１９へ統合

ﾙｰﾌﾟ共通設問として精査

（１）事業戦略＞事業戦略策定

（２）事業戦略 事業戦略策

②通番19～33の第２階層文言を変更

（３）大分類1.3
・通番３５と３６、３７と３８、３９と４０を統合

（２）事業戦略＞IT事業戦略策定
・顧客分析、ﾀｰｹﾞｯﾄ・市場分析、自社

分析、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗ ﾝ策定、対象領域ﾋﾞｼﾞﾈ
ｽ

（４）大分類2.1、2.2、3を追加

（５）大分類5.1
①通番１２０および１２２～１３１は、通番１６

（３）営業・調達活動＞IT事業
・顧客要件調査分析、市場調査、顧

客満足度管理

① 、
および２４～３３と同一設問のため削除

②通番１３７と１３８を統合

（６）大分類5.2
通番１５２と１５３ １６５と１６７ １７２と173

（４）新ﾋﾞｼﾞﾈｽ/新技術＞新ﾋﾞｼﾞﾈｽ企画
・最新技術検証

・通番１５２と１５３、１６５と１６７、１７２と173、
１７４と１７６、１８７と１９０、１８８と１８９を統合

（７）大分類5.3
・通番２０６～２２５は、プロジェクトマネジメント通番２０６ ２２５は、プ ジ クトマネジメント
の職務と判断し、削除

（８）大分類15を追加2013/5/22
Copyrightⓒ IT Skill Research Forum All 

Rights Reserved. 12



１．１

事業戦略>
事業戦略策定

１．２
３ ＩＴ戦略実行マネジメント

1.3

事業戦略>

設問の範囲

８．１ ９ ｼｽﾃﾑ開発・構築＞
10.1～10.3

ｼｽﾃﾑ開発・
10.4

１．２
事業戦略>

IT事業戦略策定

２．１

４ 標準の維持・管理と品質管理

22

事業戦略評価

82８．１

ITシステム企画>
ｼｽﾃﾑ企画策定

９

システム
要件定義

ｼｽﾃﾑ開発 構築＞
・ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ
・基盤ｼｽﾃﾑ
・ｿﾌﾄｳｪｱ製品

ｼｽﾃﾑ開発
構築＞

ｼｽﾃﾑ受入・
導入

IT戦略>
IT戦略策定

2.2

IT戦略>
IT戦略評価

8.2

ITシステム企画>
ｼｽﾃﾑ企画評価

７ プ ジ クト ネジメ ト i7i7 共通７ プロジェクトマネジメント

１０ システム保守

１２ システム運用

i7i7 共通
５．１～５．３

営業・調達活動>
・（IT事業）マーケティング活動
・（IT事業）セールス活動
・開発パートナの選定

１２ システム運用

１５ 新ビジネス・新技術に関する研究・検証と支援

６ 契約管理
i6i6 共通

１６

コンプライアンス

事業継続計画

１３ i1３

i16

共通

共通

１８ 人的資源管理（人材育成） i18 共通

i20 パーソナル（共通）

１４ 情報セキュリティマネジメント １７ 資産管理 １９ ｼｽﾃﾑ監査

2013/5/22 Copyrightⓒ IT Skill Research Forum All Rights Reserved. 13



事業

戦略

評価

事業戦略策定

ＩＴ事業戦略策定

1.1 1.3

ＩＴ戦略実行マネジメント3
1.2

ＩＴ戦略策定 システム

要件定義

　　　　システム開発

・アプリケーションシステム

基盤システム

個別案

システムシステム企

2.1 2.2

標準の維持と品質管理

8.1 8.2
10.1

4

10 2

9

システム

10.4

要件定義 ・基盤システム

・ソフトウェア製品
評価画 ＩＴ戦略

評価10.3
10.2 システム

受入・導入

ハードウェア・製品ソフトウェア導入
10.5

プロジ クト マネジメント7

調達・営業活動

　・マーケッティング活動

　・セールス活動

　・開発パートナーの選定

5.1

5.2
5.3

プロジェクト・マネジメント

                                        　　　　　　 保守

　　　　　　　　　　　・システム保守

　　　　　　　　　　　・システム基盤保守

7

カスタマーサービスマネジメント

契約管理
6

ファシリティ設計・施工・保守21

20

システム運用12

コンプライアンス

情報セキュリティマネジメント14

13

新ビジネス・新技術に関する研究・検証と支援15

ファシリティ設計 施 保守

人的資源管理（人材育成）

資産管理

事業継続計画

17

18

16

システム監査19

共通スキル2013/5/22
Copyrightⓒ IT Skill Research Forum All Rights Reserved.
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ワーキンググループ合同報告会資料

コンサルタント・ITアーキテクトグループ
設問精査の考え方

コンサルタント・ITアーキテクトグループ
設問精査の考え方設問精査の考え方設問精査の考え方

平成２５年５月２２日平成２５年５月２２日
吉田幸彦、今野睦、松井朗、高安厚思



【コンサル・ITアーキテクト】グループの考え方
◆IT Architect:
・そもそも、ベンダーの立場に立った（ITSSの立場に立った）視点でレビューそもそも、 ンダ の立場に立った（ITSSの立場に立った）視点でレビュ

している。
・Function Spec（論理仕様）まとめの主体はITA。
Component Selection（物理実装（手組み/製品）選択）の主体はAPS/ITSComponent Selection（物理実装（手組み/製品）選択）の主体はAPS/ITS。

・運用系はITSMを主体とした。
・そのアクティビティ（タスク）で全体構造の決定に関わる主体はITA。

設計 実装に関わる主体はAPS/ITS設計・実装に関わる主体はAPS/ITS。
◆Consultant:
・CCSF定義を前提に考えると戦略コンサル系のタスク定義に比べてインダスト

カ な定義がウ イ が低く見受けられるリ・カットな定義がウエイトが低く見受けられる。
・したがって、一部のコンサルにとってiSRFの出題で困惑する場合があるかも

知れない。
・プロジェクト管理系タスク（iSRF追加）はカテゴリ”2”としている。



ワーキンググループ合同報告会資料

プロジェクトマネジメント＆品質保証グループ
設問精査の考え方

プロジェクトマネジメント＆品質保証グループ
設問精査の考え方設問精査の考え方設問精査の考え方

平成２５年５月２２日
ＰＭ＆品質保証グループ

原純江原純江
向後忠明
小澤讓兒小澤讓兒



「品質保証」の設問精査の考え方「品質保証」の設問精査の考え方

人材像の見直し１．人材像の見直し

専門分野が「業務システム」と「業務パッケージ」であり、明らかにアプリ
ケーションスペシャリストに対応しているケ シ ン シャリ 対応 る

管理対象を「開発工程」としているが、設問は「ソフトウェア製品」に関す
るものが多い

人材像にある「開発工程 の記述を見直す→人材像にある「開発工程」の記述を見直す

２．専門分野による主・従の差はない

３ 「品質目標」を達成することが重要３． 「品質目標」を達成することが重要

４．共通スキルのプロジェクト管理の重要度については、他の職種と異なる

今後の課題として、「開発工程」に対する品質保証を見直すことが必要であ
る。



品質保証の人材定義

システムの信頼性を高めるために、ソフトウェア品質の向上と品質欠陥のリスク管
理に関する戦略立案・実施、成果物の品質要求の明確化、測定、評価、改善を行
う

＜新案＞

• 業務システム

ＩＴソリ シ ンの設計 開発に対する品質の管理と保証を行う（内部品質– ＩＴソリューションの設計、開発に対する品質の管理と保証を行う（内部品質
に対する保証）

• 業務パッケージ

＜現行＞

– ＯＳ、ミドルウェアを活用したパッケージ製品に対する品質の管理と保証を行
う（内部品質に対する保証）

＜現行＞

• 業務システム

– ITソリューションの設計、開発に関わる開発工程に対する品質の管理と保証を行う（内
部品質に対する保証）部品質に対する保証）

• 業務パッケージ

– ＯＳ、ミドルウェアを活用したパッケージ製品の開発工程に対する品質の管理と保証を
行う（内部品質に対する保証）行う（内部品質 対する保証）



参考資料）品質保証の考え方参考資料）品質保証の考え方



「品質保証」の設問精査結果「品質保証」の設問精査結果

プ ジ クトの品質目標の設定１．プロジェクトの品質目標の設定

「スコープ計画」に品質基準、プロジェクト情報（品質）に関して、主担当とす
るる

２．プロジェクトマネジメント（一般）に関する役割

人材像を「工程の管理」から「開発の成果物」に変更したことに伴い、プロ
ジェクトマネジメント（一般）を従業務（２）に変更

３．テストに関する役割

「業務パッケージ」で、業務の重みを従から主に変更



「プロジェクトマネージャ」の設問精査の考え方「プロジェクトマネージャ」の設問精査の考え方

数 減 連 考１．設問数を削減するため、一連のタスクと考えられるスキル項
目の設問はまとめる

２ ＰＭの業務範囲を明確にする２．ＰＭの業務範囲を明確にする

特に要件定義フェーズの位置づけ

要件定義作業そのものは ＰＭの業務範囲ではない要件定義作業そのものは、ＰＭの業務範囲ではない

３．近年、契約がプロジェクトに与える影響が増大しているため
ＰＭとしての契約への関わり方を考慮するＰＭとしての契約への関わり方を考慮する



「プロジェクトマネジメント」の設問精査結果「プロジェクトマネジメント」の設問精査結果

設問数１．設問数

１：８２項目

を含２：２９項目(共通を含む）

計：１１１項目

２．契約に関する項目を設問に追記

３．「システムの特性に適合したライフサイクルモデル、システ
開発技法 選定 関 今後必 な キ と考 「 従ム開発技法の選定」に関しては、今後必要なスキルと考え「２従

業務」で追加



「一般プロジェクト管理」設問精査の考え方
＆精査結果

数 減 来 第 階 も設問数を削減するために、従来の第３階層（小分類）から最も重要
スキルの設問に絞り込む

↓↓
設問数を３０問から９問に

第 階層（小分類）を 階層から 階層（立ち上げ 実行管理 終第３階層（小分類）を９階層から３階層（立ち上げ、実行管理、終
結）に簡素化



ITS/APS/SWDグループ
設問精査の考え方設問精査の考え方

ITS/APS/SWDグループ

栗藤高信 南部実郎 佐藤邦久栗藤高信、南部実郎、佐藤邦久



設問精査方針/精査結果設問精査方針/精査結果

• 設問精査方針• 設問精査方針
– いずれの職種もPM配下で活動する前提とする
– 文言のレベル感はL3‐L4を目処にする

タ 項 を 処 集約する– トータル１００項目を目処に集約する
• ITS、APSについては項目を削除する方向
• SWDについては不足が出れば追加する

• 精査結果概要
– 方針に則り、PMに関する項目を薄くする

• 結果として共通項目に

– パーソナルに関する項目はすべて除外する
• 粒度が異なるため除外
• 他の設問で測れるため除外
⇒結果としてはこちらも共通項目に

26



精査項目
削 削除 追 追加 変 変更（主から従 ）

• ITS

削：削除、追：追加、変：変更（主から従へ）、
纏：２項目以上を１項目に

– セールス ： 3項目（削 187,188,193）

– ＰＭ ：11項目（削 i1,i2,i5,i9,i11,i12,i13,i18,i23,i25,i27）

– システム要件定義 ：2項目（纏 471,472 削 483）

– システム設計(PT) ：3項目（纏 599,600,601 削 604）

設計部分の重複を纏
めた

– システム設計(管理)：2項目（纏 615,616 削 618）

– 構築(NW) ：1項目（削 677） ・最新技術 ：2項目（削 1077,1078） ・技術支援 ：2項目（削 1084,1086）

– パーソナル：12項目（削 i31-i42）

• SWDSWD

– 営業・調達活動 ：5項目（削 187-189,193-194）

– プロジェクトマネジメント ：14項目（削 i3-i7,i10,11,i14,i18, i23,i25-i27,i29）

– 新ビジネス・新技術に関する研究・検証と支援 ：5項目（削 1093-1097）

– システム開発・構築>ソフトウェア製品 ：18項目（追 739-756）

テスト部分が薄いので
若干追加した

システム開発 構築>ソフトウェア製品 ：18項目（追 739 756）

– システム開発・構築>ソフトウェア製品 ：18項目 （変 695-700（基本ソフト、ミドルソフト）, 700-717（基本ソフト、
応用ソフト））

– パーソナル ：12項目（削 i31-i42）

• APS• APS

– 営業・調達活動 3項目（削 187,188,193）

– プロジェクトマネジメント 4項目（削 i5,i23,i25,i27）

– システム要件定義 2項目（纏 471,472）

システム開発 構築 4項目（削 565 566 572 574）

テスト部分が厚いので
若干削った

– システム開発・構築 4項目（削 565,566,572,574）

– 新ビジネス・新技術に関する研究・検証と支援 3項目（削 1078,1079,1084）

– パーソナル ：12項目（削 i31-i42） 27



ワーキンググループ合同報告会資料

CS・ITSMグループ
設問精査の考え方
CS・ITSMグループ
設問精査の考え方設問精査の考え方設問精査の考え方

平成２５年５月２２日平成２５年５月２２日
川添真智子、石黒富士雄、志茂吉建



CS・ITSMグループの設問精査の考え方CS・ITSMグループの設問精査の考え方
◆CS/ITSMグループの担当は、以下の2職種である。

●カスタマーサービス
ファシリティ マネジメント・ファシリティーマネジメント

・ソフトウェア
・ハードウェア
●ITサービスマネジメント
・サービスデスク
・オペレーション
・システム管理
・運用管理

◆カスタマ サ ビスについては 専門分野のフ シリテ マネジメントについては 現在のスキル◆カスタマーサービスについては、専門分野のファシリティーマネジメントについては、現在のスキル
項目以外に専門的な領域のスキル項目が必要と判断される。
しかし、必要と思われるスキル項目のすべてを追加できる状況ではないため、現在定義されている
スキル項目を精査対象として、新たなスキル項目の追加は検討しない方針とする。

◆ITサービスマネジメントについては、現在専門分野ごとのスキル項目の定義がされておらず、ITサー
ビスマネジメント職種で共通となっている。
そのため、専門分野別に割り当てられるスキル項目がないかどうかと、比較的共通するスキル項目
が多いプロジェクトマネジメント職種に主に該当すると思われるスキル項目を対象に排除する方針とが多いプロジェクトマネジメント職種に主に該当すると思われるスキル項目を対象に排除する方針と
する。



エデュケーショングループ
設問精査の考え方設問精査の考え方

2013.5.22

エデュケーショングループ

村上 拓史

武重 勉



改訂方針改訂方針

エデュケーション職種に求められる活動領域の拡大（2008,2009 EDUプロコミ活動よ

り）り）

ビ
ジ
ネ

競
争
優

ビジネス
戦略の
立案

人材戦略、
人材育成戦略
の立案

人材育成
活動

ビジネス
活動ネ

ス
環
境
の

優
位
の
確
立

立案 の立案
活動 活動

従来のエデュケーション職種の活動領域

新しいエデュケーション職種の活動領域

の
変
化

立

新しい デ ケ ション職種の活動領域

今までの役割定義（ITSS V3）企業の経営戦略／事業戦略に基づく人材育

役割定義

今 役 義（ ）
担当分野の専門技術と研修に関連する専
門技術を活用し、ユーザのスキル開発要件
に合致した研修カリキュラムや研修コースの
ニーズの分析、設計、開発、運営、評価を

成要求を分析し、人材育成戦略や研修体系を
策定する。また、担当分野の専門技術と研修
に関する専門技術を活用し、ユーザのスキル開
発要件に合致した研修カリキュラムや研修コー

設計 開発 実施 評価を行う

31

の分析、設計、開発、運営、評価を
実施する。スの設計，開発，実施，評価を行う。



エデ ケ シ ン職種の役割の再定義と専門分野の追加（EDUプロコミ活動より）エデュケーション職種の役割の再定義と専門分野の追加（EDUプロコミ活動より）

役割に基づき、研修企画、インストラクションに加え、
ラーニングコンサルタントを新たな専門分野として追加するラ ニングコンサルタントを新たな専門分野として追加する

　　　　　　　　　　　　活動領域
　　　　　区分

人材戦略
策定

人材育成
構想立案

人材育成
要件定義

コース企画
コース設計、

教案策定

コース開発/
トライアル

実施
実施

評価
(評価対象は

異なる）

ラーニングコンサルタント

人材育成
戦略立案

ラ ニングコンサルタント

ラーニングデザイナ

ラーニングファシリテータ

●ラーニングコンサルタント
企業の経営戦略／事業戦略に基づく人材育成要求を分析し、人材育成戦略（人材ポートフォリオ分析，人材モ

デル／キャリアパス定義 人材育成諸施策）の策定や研修ロ ドマップ 研修コ ス体系の企画を行う

主たる活動領域

デル／キャリアパス定義，人材育成諸施策）の策定や研修ロードマップ・研修コース体系の企画を行う。

●ラーニングデザイナ（≒研修企画）
ニーズに対応した研修の企画設計、研修コース体系、コース、教材作成及び実施形態(集合研修、eラーニング)

を設計するとともに コ ス開発のリ ド 研修の評価基準の設計 実績評価及び管理を行うを設計するとともに、コース開発のリード、研修の評価基準の設計、実績評価及び管理を行う。

●ラーニングファシリテータ（≒インストラクション）
個別の研修コースにおけるファシリテーション（インストラクションを含む）を行うとともに、運営管理及び実績評価

32

を行う。

※研修企画、インストラクションに関しては、専門分野の名前は変更しない



設問精査の考え方設問精査の考え方

① エデュケーション職種の新たな専門分野として、ラーニングコンサルタントを追加する① 職種 新 専門分 し 、 追加

② ラーニングコンサルタントの主たる活動領域である、人材戦略策定、人材育成戦略
立案 人材育成構想立案に関するタスク・スキルをカテゴリ１として設定する立案、人材育成構想立案に関するタスク・スキルをカテゴリ１として設定する

③ ラーニングコンサルタントの従たる活動領域である、人材育成要件定義に関するタス
ク スキルをカテゴリ２として設定するク・スキルをカテゴリ２として設定する

④ 事業戦略（1.1、1.2、1.3）、IT戦略（2.1）のうち、ラーニングコンサルタントの活動に
関連するタスク・スキルをカテゴリ３として設定する

⑤ 再定義したエデュケーション職種の役割からみて、大項目“人材資源管理（18）”のタ⑤ 再定義したエデ ケ ション職種の役割からみて、大項目 人材資源管理（18） のタ
スク・スキルに欠落している設問を追加する

⑥ ⑤で追加した設問をそれぞれの専門分野にカテゴリ１ 2 3として割り当てる⑥ ⑤で追加した設問をそれぞれの専門分野にカテゴリ１,2,3として割り当てる
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設問精査の内容設問精査の内容

① ラーニングコンサルタントのタスク・スキルに以下を追加

タスク大項目1 1、1 2、1 3、2 1、5 1、18タスク大項目1.1、1.2、1.3、2.1、5.1、18

② ラーニングコンサルタントのタスク・スキルに以下を追加

タスク大項目18の通番1167、1168、1169

③ タスク大項目18、第２階層“人材戦略作成・立案”に、第３階層として“タスク・スキル、人材像の定義”タスク
追加 定を追加し、以下の３設問を設定

・経営戦略、事業戦略を達成するためにどのような機能構造が必要になるかを具体的に定義し、それに基づ
いたタスク分析
とスキルマッピング、および人材像の定義ができる

・事業計画から機能ごとに必要なボリュームを算出し、人材像ごとの目標数を作成できる
・人材像ごとの育成シナリオと優先度に基づいた人材開発計画を作成できる

④ タスク大項目18の第２階層“人材戦略作成・立案”および“人材戦略評価・分析”の第３階層のタスク名をそ
れぞれ下記に変更れぞれ下記に変更

・“人材育成プログラムの企画・開発”

・“人材育成プログラムの評価・分析

⑤ タスク大項目18、第２階層“人材戦略評価・分析”に、第３階層“人材育成・教育の評価・分析”に、以下の
設問を追加設問を追加

・第三者的な客観評価が得られるような認定制度、資格試験などの仕組みの設計、運用、評価ができる

⑥ タスク大項目18、第２階層“講座、コースの提供形態の開発（ｅラーニングの標準化など）”、第３階層“講座、
コースの提供形態の開発（ｅラーニングの標準化など）”に、以下の設問を追加スの提供形態の開発（ｅラ ングの標準化など） に、以下の設問を追加

・インストラクターズガイドの作成と講師に対する指導（TTT)ができる
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設問精査の内容設問精査の内容

⑦ タスク大項目18、第２階層“講座,コースの実施”を追加、第３階層として“講座,コースの実施”タスクを
追加し、以下の３設問を設定追加し、以下 設問 設定

・研修に関する学習原理や教育技法を応用したインストラクションが実施できる

・受講者に動機付けの方法を利用して積極的な参加を促し、クラスを健全に運営できる

・個々の受講者（モデル）の特性に合わせたスキル向上に向けた適切なアドバイスができる（学習者モデ

リング）
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